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１
２
月
４
日
に
青
年
部
秋
闘
学
習
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
本
部
青
年
部
６
名
を
含
む
３
９
名

の
仲
間
と
共
に
「
２
０
１
９
賃
金
確
定
闘
争
の
妥

結
内
容
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」
基
本
組
織
よ

り
多
田
書
記
長
を
講
師
に
招
き
、
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
今
確
定
闘
争
の
妥
結
結
果

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
れ
た
後
、
確
定
闘
争
に

お
け
る
こ
れ
ま
で
の
課
題
と
し
て
、
都
か
ら
区
に

身
分
移
管
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
切
り
替
え
調
整
号

数
の
問
題
や
こ
の
間
の
昇
任
資
格
基
準
の
変
遷
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
確
定
闘
争
の
経
過
や
歴
史
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
今
後
の

課
題
と
し
て
、
定
年
延
長
制
度
を
含
む
高
齢
期
雇

用
問
題
や
特
例
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

組
織
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
意
思
統
一
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。 

講演をされる 

講師の多田書記長 

近
年
、
多
く
の
新
規
採
用
を
勝
ち
取

る
支
部
が
増
え
た
こ
と
で
、
多
く
の
仲

間
が
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た

講
演
中
で
は
、
参
加
者1

人
ひ
と
り
が

集
中
し
て
講
演
を
聞
い
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
組
織
を
担
っ
て
い
く
青
年
た
ち

の
知
識
の
向
上
・
意
識
の
強
化
に
繋
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
青
年
部
は
、
組
織
の
強
化
・

運
動
の
前
進
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

【
今
確
定
闘
争
の
妥
結
結
果
】 

①
給
与
改
定
は
勧
告
通
り
実
施
。
②
月

例
給
は
（
公
民
較
差
△
２
２
３
５
円
△

０
．
５
８
％
）
引
下
げ
。
③
一
時
金
は
年

間
支
給
月
数
を
０
．
１
５
月
引
上
げ
４
．

６
５
月
と
し
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
１

２
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を

０
．
１
５
月
引
上
げ
と
す
る
。
④
給
料

改
定
に
よ
る
所
要
の
調
整
は
行
わ
な
い

⑤
今
年
度
の
定
年
退
職
者
等
に
係
る
退

職
手
当
は
、
給
与
改
定
に
伴
う
影
響
を

考
慮
し
、
激
変
緩
和
措
置
を
行
う
。
⑥

技
能
主
任
の
任
用
資
格
基
準
を
１
６
年

か
ら
４
年
短
縮
し
１
２
年
と
す
る
。（
経

過
措
置
あ
り
）
⑦
勤
務
成
績
評
定
区
分

を
「
統
括
技
能
長
、
技
能
長
、
担
当
技
能

長
、
」、「
技
能
主
任
」
の
区
分
に
分
け
る
。

判
定
期
間
は
２
０
２
０
年
１
月
１
日
か

ら
、
２
０
２
１
年
６
月
の
支
給
か
ら
適

用
。
⑧
技
能
系
職
種
に
お
け
る
障
が
い

者
を
対
象
と
す
る
採
用
選
考
の
導
入
。

⑨
東
京
都
・
特
別
区
一
般
職
員
人
事
交

流
実
施
基
準
の
改
正
。 

～学習会に参加し真剣に取り組む多くの仲間～ 
 

☆
２
０
１
９
賃
金
確
定
闘
争
の
お
さ
ら
い
☆ 


